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天国 の 様子 


@ 天国 と は : デッラ ー が 来世 に お いて 、 信 仰 者 の 男女 の た め に ご 準備 な され た 安らぎ の 
地 で す 。 


念 天国 に つい て の 話 は 、 そ れ と その 享楽 及び その 住人 た ち を お 創り に な られ た 儲 高 な る 
アッ ラー その お 方 の 啓典 、 そ し て クル アー ン と 真正 な ハデ ィ ー ス が 示し て いる 通り 、 
そこ に 入り 足 を 踏み 入れ た 方 すなわち 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) の 伝え た 伝承 に 依拠 する こと に な り ま す 。 





⑯ 天国 の よく 知ら れ た 諸 名 称 : 





天国 は その 本 質 は 1 つ で あり な が ら 、 そ の 属性 は 数 あま た で す 。 そ し て その よく 知ら れ 
た 名 称 に は 、 以 下 の よ うな も の が あり ます : 








1 シテ ジ ァ ン ブ (天国 、 楽 園 ) : 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 争 そ し て アッ ラー 
と その 使徒 に 従う 者 は 、( ア アッラー が) 彼 を その 下 を 河川 の 流れ る 楽園 に 入れ よう 。 彼ら 
は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 こ れこ そ は この 上 な い 勝 利 で ある 。 中 (クルアーン 4 : 13) 





2 一 楽園 ファル ダウ ス : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 信 仰 し 善行 に 礁 む 者 た ちこ 
そ に は 、 ブ ファル ダク ス の 楽園 が その 住ま いと し て 与え られ よう 。 四 (クル アー ン 18: 
107) 


3 一 アゲ メン (エデン ) の 楽園 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 これ こそ は 1 つの 
よき 誉れ で ある 。 そ し て スッ タタ グーン (アッ ラー の お 把 り と 懲罰 を 招く よう な 事柄 か ら 身 
を 慎む 者 た ち ) に は よき 帰り 所 が ある 。 そ の いく つも の 扉 が 開け 放 た しれ た 、 ア ドッ ゥ ン の 楽 
園 で ある 。 包 (クル アー ン 38 : 49 - 50) 








4 一 永遠 の 楽園 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 本 言 え 、「 一 体 そ れ (地獄 の 業火 ) か 、 
ある い は その 報い と 終着 先 と し て メッ タク ー ン (アッ ラー の お 怒り と 懲罰 を 招く よう な 事 
柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に 約束 され た 永遠 の 楽園 の 方 が よい の か ?」 思 (クル アー ン 
25 : 15) 


5 一 安楽 の 楽園 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 本 信仰 し 善行 に 励む 者 た ち に こそ は 、 
安楽 の 楽園 が ある 。 思 (クルアーン 31 : 8) 








6 一 身 を 休め る 楽園 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 本 一 方 信仰 し 善行 に 励む 者 た ち 

に は 、 彼 ら が 行っ て いた 事 に 対し 、 そ の 住ま いと し て 身 を 休め 避難 させ る 楽園 が ある 。 四 
(クル アー ン 232 : 19) 

7 一 安らぎ の 地 (ダー ルケ ・ ア ッ テ ダ テー ス ブ ) : 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 釣 彼 ら に 
こそ は その 主 の 御 許 に 、 安 ら ぎ の 地 が ある 。 そ し て か れ (アッ ラー) こそ は 、 彼 ら が ( 現 
世 で ) 行っ て いた と ころ の も の ゆえ に 彼ら の 底 護 者 な の で ある 。 四 (クル アー ン 6: 
127) 





人 @ 天国 の 場所 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : そし て 天 に は あな た 方 の 糧 (の 諸 要 因 ) と 、 あ 
な た 方 が 約束 され て いる と ころ の も の (天国 ある い は 地獄 ) が ある 。@ 西 (クル アー ン 
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2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 そし て 彼 (ムハンマド の こと ) は 再度 彼 (ジブ プ 
リー ル ) を 見 た 。 最 果て の ス ア が の 木の下 で 。 そ こ に は 身 を 安らげ る 楽園 が ある 。 四 
(クル アー ン 53 : 13 - 15) 


3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ ア デッラ ー と その 使徒 を 信じ 、 サ ラー (礼拝 ) を し 、 
ラマ ダー ン の サウ ム ( 斉 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を する 者 は 、 ア ッ ラ ー に 天国 へ 入れ て 頂く 報 
い が あ ろう 。 例 え 彼 が アッ ラー の 道 に お いて 移住 し た と し て も 、 あ る い は 生ま れ た 土地 に 
留まっ て いた と し て も 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッラー の 使徒 よ 、 人 々 に それ を 
伝え る べき で は な いで し ょ うか ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “天国 に は 100 の 位階 が ある 。 
アッ ラー は か れ の 道 に お ける スジ ィ ネー と が ー ン (様々 な 形 で 力 の 限り 奮闘 する 者 た ち ) に 
それ を ご 準備 され た の だ 。 各 位階 の 間 は 天地 の 間 ほ ども ある 。 ゆ え に ア ッ ラ ー に 生 う と き 
は 、 ファル ダウ ス を 全う の だ 。 そ れこ そ は 最も 中 心 に あり 高位 に 属す る 天国 な の で ある 。 
そし て その 上 に は 最も 慈悲 深き お 方 の 玉座 が あり 、 そ こ か ら 天 国 の 河川 が 湧き 出る の だ 。」 
(( ア ルミ テ ブ ハー リー の 伝承 

















4 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば アッ ラー の 使徒 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 信 仰 者 に 死 が 訪れ る と 、 彼 の 下 に は 慈悲 
の 天使 が や っ て くる 。 そ し て その 紅 が 引き 抜か れる と 、 そ れ は 純白 の 絹 に 包ま れ て その 天 
使 と と も に 天 の 扉 へ と 舞い 上 が る 。 そ し て 彼ら は 言う の だ : “この よう な よい 番 り は 喫 い 
だ こと が な い *・ | (アル ミニ ハー キム と イデ プン ・ ヒ ッ パ ー シ の 伝承 う 











1! サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (7423)。 
2 真正 な 伝承 。 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル テ = テハ ー キ ム (1304) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ ヒ ッ パ ー ン (3013)。 アルテ アル ナウ 
ー ト は 伝承 経路 は 正しい と 言っ て いま す 。 
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@ 天国 の 各 扉 の 名 称 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 2 種類 の 財産 か ら 施し 
た 者 は 、 天 国 の 諸 門 か ら こ う 呼 び か けら れる : “アッ ラー の し も べ で よ 、 こ れ は よい こと 
だ 。” また サラ ー (礼拝 ) の 徒 は 、 サ ラー (礼拝 ) の 門 か ら 呼 び か けら れる 。 ま た ジ ハ ー 
ド (奮闘 外 力 する こと ) の 徒 で や れ ば ジハード の 門 か ら 、 サ ウム ( 斎 式 、 い わ ゆ る 断食 ) 
の 徒 で あや れ ば デ ッ テ テア アー ン 門 か ら 呼 ば れる 。 ま た サダ カ (施し ) の 徒 で あれ ば 、 サ ダ 
カ の 門 か ら 呼 ば れる 。」 そ こ で アブ ー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 あ な た は 私 の 両親 を も っ て し て も 換え 難い お 方 。 そ の 内 どれ か 1 
つの 門 か ら 呼 ば れれ ば 十分 で は あり ます が 、 そ れ ら の 門 全 て か ら 呼 び か けら れる 者 は いま 
すか ?」 (預言 者 は ) 言い まし た :「 あ あ 。 そ し て あな た が そう で ある こと を 望む 。」( ア ル 
= テ プ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 う 


























人 @ 天国 の 諸 門 の 広 さ : 





1ー ウ トゥ バ ・ ブ ン ・ ガ ザワ ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 の 
諾 門 の 間 の 間隔 は 40 年 (も の 行程 ) に 相当 し ます が 、 そ れ が 押し 寄せ る 人 波 で ぎっ し り 
埋め 尽く され る 日 が や っ て くる 。 と 私 た ち は 聞 きま し た 。」( ム スリ ム の 伝承 











リー の ジー ャ ジラ イラ ツル 信 に アッ クー の ご 満 飲 あれ りほ 言い まし た うら ト ある 分 アッ ジー の 
使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 一 片 の 肉 が 持っ て 来 ら れ ま し た ・・・- そ 
し て この 伝承 の 後ろ る に は こう あり ます - “ムハンマド の 魂 が その 御手 に 委ね られ て いる お 
方 に 奪っ て 。 天 国 の 1 つの 門 か ら 別 の 門 ま で の 距離 は 、 マ ッ カ か ら ハ ジャ ル 、 あ る い は マ 
ッ カ か ら プ ブ スラー" ほど も ある の で ある 。"」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 











人 @ 天国 の 門 の 数 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て その 主 (の お 怒り と 懲罰 を 招く よう な 行 
い ) に 対し て 身 を 慎 ん で いた 者 た ち は 、 一 団 と な っ て 天国 へ と 連れ て ゆか れる 。 そ し て そ 
こ に 到着 する と その 門 々 は 開か れ 、 そ の 門番 た ち は 彼ら に こう 言う :「 あ な た 方 は (この 
日 全て の 悪 か ら ) 平安 で す 。 あ な た 方 は (現世 に お いて ) よく 行い まし た 。 永遠 に 天国 の 
中 に 入る の で す 。 還 (クル アー ン 39 : 73) 


2 一 サハ ル ・ ブ ン ・ サ アド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 預言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 天 国 に は 8 つの 門 が ある 。 そ こ に は サウ ム 








サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1897) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1027)。 文章 は ムスリム の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2967)。 
訳者 注 : ハジ ャ ル は バハ レー ン 地 方 に 所 在 す る 町 と 言わ れ ま す 。 ま た ブス ラー は シリ ア 地 方 の 1 都市 で す 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4712) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (194)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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の gm よー の 


( 斎 玉 、 い わ ゆ る 断食 ) の 徒 で あや っ た 者 た ち し か 入る こと の な い “アッ テラ アー ンジ "と 
呼ば れる 門 が ある 。」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 り 


人 @ 天国 の 諸 門 は その 住人 に 対し て 開か れ て いる : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 こ れこ そ は 1 つの よき 蒼 れ で ある 。 そ し て スッ タグ 
ー ン (アッ ラー の お 怒り と 和 値 凡 を 舞 く よ う な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に は よき 帰り 所 が 
ある 。 そ の いく つも の 扉 が 開け 放 た れ た 、 デ が ゥ メン の 楽園 で ある 。 四 (クル アー ン 38 : 
49 - 50) 


@⑯ 現世 に お いて 、 そ の 諸 門 が 開く 時 : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 天 国 の 諸 門 は 月 曜日 と 木曜 日 に 開か れ 、 
そし て アッ ラー に 何 も の を も 並べ て 祭 め な い 全 て の し も べべ の 罪 は 赦 さ れる 。 し か し 相互 に 
独 み 合う 2 人 の 同胞 は 別 で あり 、 ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れる : “誰か 別 の 者 が この 2 人 の 間 
を と り も つま で 、 彼 ら (の 罪 が 散 さ れる の ) を ひと まず 保留 する の だ 。"」( ム スリ ム の 伝 
承り) 











2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ラ マダ ー ン 月 が 到来 する と 、 天 国 の 
門 々 は 開か れ 、 地 獄 の 門 々 は 閉じ られ る 。 そ し て シャ イタ ー ン (時 魔 ) た ち は 縛り 止め ら 
れる の だ 。」(( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 








3 一 マル ・ ブ シン シン ・ ア デル テハ タタ ー プ (後に デッラ ー の ご 満悦 あ れ ) は 言い まし た : | アデ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ ウ が ウゥ ー" を まん べ 
02 ル グ ウ が が ッッ クル シーツ の ウー の パプ クア ツク グー ジャ ツン ジッ の 2 クジ 
ダン ・ ア デ プ が ン ・ ジ ・ ラ スー ケル ング (私 は アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ き 存 在 は な く 、 ム ハ 
ンマ ド は その し も べ で あり 使徒 で あや る 、 と 証言 し ます )」 と 言う 者 に は 誰 に で も 、 天 国 の 8 
つの 門 が 開け 放 た れる 。 そ し て 彼 は その 内 の 望む 門 か ら 入 る こと が 出来 る の だ 。”"」( ム ス 
リム の 伝承 り ) 











@ 最初 に 天国 に 入る 者 : 


アナ ス ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満 悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
倍 福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 審判 の 日 に 天国 の 門 の 前 に 来る と 、 そ れ を 開け る 








7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3257) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1152)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

5 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2565) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3277) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1079)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

9 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (234)。 
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出 全 得る 。 9 る と 門 逢 は 計 グ ッ あな だ は 誰 で すか 7) 朴 邊 店 うつ: ム ハ ル ジマ ド だ 、 人生 
る と 彼 は 言う : “あな た が いら っ し ゃ る まで は 、 誰 に も 門 を 開け ぬ よ うに と 言 付け られ て 
いま し た 。"」( ム スリ ム の 伝承 ② 








@ 最初 に 天国 に 入る 民 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “私 た ち (ムスリム ) は (啓典 の 民 の 
内 で ) し ん が り を 務め る 者 た ちら で ある が 、 審 判 の 日 に は 先頭 に 立つ の で ある 。 そ し て 私 た 
ち は 最 初 に 天国 に 入る 民 な の だ 。」 (アルテ ニブ ハー リー と ムスリム の 伝承 





人 @ 最初 に 天国 に 入る 一 団 : 





1 一 アデ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満 避 あ れ ) は 言い まし た :「 ア デア ッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ 0 こ 天 国 に 入る 一 団 は 、 満 月 
の 夜 の 月 の よう な 姿 で あや る 。 そ し て その 次 に 入る 者 た ち は 、 天 に 最も まばゆい 煙 く 惑星 の 
姿 で ある 。 彼 ら は 排尿 も し な けれ ば 、 貴 を 吐く こと も 鼻 を 垂らす こと も な い 。 彼ら の 枚 は 
金 で 、 彼 ら の 汗 は 磨 香 で ある 。 ま た 彼ら の 香炉 は 香木 で 、 そ の 配偶 者 た ち は 和 白眼 と 黒 眼 の 
は っ きり し た 乙女 た ち で ある 。 ま た 彼ら は 皆 、 天 に 60 腕 尺 も の 高 さ に そびえ る 彼ら の 父 
祖 、 ア ー ダ ム の 姿 な の で ある 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 








比 





2 一 サハ ル ・ ブ ン ・ サ アド に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 言い まし た :「 私 の 民 か ら 必 ず や 70000 ある い は 700000 人 の 者 が 、 互 い に 結び つ 
き な が ら 天 国 に 入る 。 彼 ら は ( 皆 一 勢 に 天国 に 入る の で あり 、) 最後 の 者 が (天国 に ) 入 
る まで 最初 の 者 が 入る こと は な い 。 彼ら の 顔 は 満月 の 夜 の 月 の 形 を し て いる 。」 (アルテ ブ 
ZN こそ と ホス ルム の 伝 随 9 











3 一 アブド ッ ラ ー・ ブ ン ・ ア ュ メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! NII 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー tmiO = うう 24 きた 
ハー シシ シーン や の 貧 し き 者 た ち は に 審判 の 日 、 金 持ち た ち に 40 年 先駆 け て 天国 へ 入る で あろ 
2 の 8 | ん ホス リム の 伝承 0) 





@ 天国 の 住民 の 年 齢 : 


ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 





2 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (197)。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (876) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (855)。 文章 は ムスリム の も の 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3327) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2834)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6543) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (5219)。 文章 は ムスリム の も の 。 

訳者 注 : マッ カ か ら マ ディ ー ナ ^ 移 住 し た 初期 の ムスリム た ち 。 

7 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (2979)。 
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ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 天 国 の 住民 た ち は 体 毛 も 歌 区 も な く 、 ユ コン 
ノ 29 を 有 眼 に つけ た 30 才 、 あ る い は 33 才 の 状態 で 天国 に 入る 。」( ア フ マ ド と アッ テテ ィ ル 
ミズ イィ ー の 伝承 


@⑯ 天国 の 住民 の 顔 の 描写 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 釣 実 に よく (アッ ラー に ) 従っ た 者 た ち は 、 (天国 
の ) 安寧 の 中 に ある 。 (彼ら は ) 寝台 か ら (その 恩恵 に 落 れ た 光 基 を ) 眺め 見 る 。 あ な た 
は 彼ら の 顔 に 安寧 の 輝き を 見 出す こと で あろ う 。 思 (クル アー ン 83 : 22 - 24) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 凶 そ の 日 顔 々 は 輝く 。 そ の 主 を 眺め て 。 中 (クル 
アー ン 75 : 22 - 23) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 その 日 顔 々 は 美しい 。 (現世 で ) 努力 し た も の 
(の 報い ) に 満悦 し て 、 天 国 の 高き で 。 選 (クル アー ン 88 : 8 - 10) 








4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ まし た : 凶 そ の 日 、 顔 々 は 光 を ほ と ば し ら せる 。 歓喜 し 悦 
楽し て 。 四 (クル アー ン 80 : 38 - 39) 





5 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叩 そ し て 一 方 その 顔 が 白く 輝く 者 た ちら は 、 ア ッ ラ 
ー の ご 慈悲 の も と に あり 、 そ こ に 永遠 に 留まる 。 (クル アー ン 3 : 107) 


6 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預 言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 最 初 に 天国 に 入る 一 団 は 満月 の 夜 の 月 の 座 で ある 。 
そし て それ に 続く 者 た ち は 、 天 で 最も 美しく 輝く 煙 く 惑星 の よう で ある 。 彼ら の 心 は 1 つ 
で あり 、 彼 ら の 間 に は 憎しみ 合い や 災 始 な ど が 存在 しない 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 や) 





@⑯ 天国 の 住民 の や っ て 来る 光景 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て その 主 (の お 怒り と 懲罰 を 招く よう な 行 
い ) に 対し て 身 を 慎 ん で いた 者 た ち は 、 一 団 と な っ て 天国 へ と 連れ て ゆか れる 。 そ し て そ 
こ に 到着 する と その 門 々 は 開か れ 、 そ の 門番 た ち は 彼ら に こう 言う :「 あ な た 方 は (この 
日 全て の 悪 か ら ) 平安 で す 。 あ な た 方 は (現世 に お いて ) よく 行い まし た 。 永遠 に 天国 の 
中 に 入る の で す 。 還 (クル アー ン 39 : 73) 





叶 訳者 注 : 眼病 の 予防 な どの た め に 睦 毛 周り に 付け られ る 、 黒 い 粉 。 
9 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (7920)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (2545) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
ィ ル ミズ ィ ー (2064)。 文章 は スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ ー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3254) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2834)。 文 章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 天使 た ち は (天国 の ) 全て の 門 に ある 彼 
ら の 下 に や っ て 来 て 、 言 う :「 あ な た 方 が 耐え 忍 ん で きた も の ゆえ に 、 あ な た 方 に 平安 あ 
れ 。 あ な た 方 が 終着 し た 住ま い の 、 何 と 素晴らし いこ と か 。」 (クル アー ン 13 : 23 - 
24) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 最大 の 恐怖 (審判 の 日 の 恐ろし い 出 来 事 の 
数 々 ) は 彼ら (天国 の 徒 ) を 悲し ませ る こと が な い 。 天使 た ち は (天国 の 門 の 前 で ) 彼ら 
を 迎え 、 こ う 言 う の だ 。「 こ の 日 こそ は 、 あ な た 方 が 約束 され て いた 日 な の で す 。」 還 ( ク 
ルアー ン 21 : 103) 





⑯ 清算 も 懲 記 も 受け る こと な く 天 国 に 入る こと の 出来 る 人 た ち : 





1 一 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祈 福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “私 の 目 の 前 に (来世 で の ) 様々 な 民 
(の 様子 ) が 提示 され た 。 私 は その 民 と 共に や っ て 来る 預言 者 や 、 集 団 を 引き 連れ て くる 
預言 者 を 目 に し た 。 ま た 10 人 し か 追従 者 の いな い 者 や 、5 人 し か 引率 し て いな い 者 、 さ ら 
に は 誰 一 人 と し て 追従 者 の いな い 預 言 者 も 目 に し た 。 私 が ふと (遠く を ) 眺め る と 、 大 集 
団 を 発見 し た の で 、 ジ ブリ ー ル (ガブ リエ ル ) に 「 彼 ら は 私 の 民 か ?」 と 誠 いた 。 

し か し ジブ リー ル は 言っ た :「 い や 。 し か し 地平 線 の 方 を 見 よ 。」 そ れ で 見 て みる と 、 そ 
こ に は 大 き な 集団 が あっ た 。 ジブ リー ル は 言っ た :「 彼 ら が あな た の 民 で ある 。 そ し て 
(今見 えて いる ) 先頭 の 70000 人 は 清算 も 懲罰 も な い 者 た ちな の だ 。」 私 は 言っ た :「 何 
敵 ?」( ジ ブリ ー ル は ) 言っ た :「 彼 ら は 焼き ご て で 治療 せ ず 、 魔 除け も せ ず 、 あ る 物事 を 
吉凶 と 考え た り せ ず 、 彼 ら の 主 の み に タ ジッ クル (全て を 委ね る こと ) し て いた 者 た ちら で 
ある 。」"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 











2 一 アブ ー・ ウ マー マ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “崇高 な る 我 が 主 
は 、 私 の 民 か ら 70000 人 の 者 が 清算 も 懲 も な し に 天国 に 入る こと を お 約束 され た 。 彼ら 
の 内 の 各 1000 人 に は 更に 70000 人 が 同行 し 、 さ ら に は 偉大 で 斑 茂 な る わが 主 が その 両手 
で 3 回 すく い 上 げ ら れる (数 だ け の 者 も そこ に 含ま れる )。」( ア ッ ー ニ ティ ルミ ズィー と イ 
ブン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 








@ 天国 の 地 と そこ に ある 建物 な どの 様子 : 


1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 昇天 に 関す る 伝承 に お いて 、 こ 2 う 言 いま し た :「・・・ そ れ か ら そ こ を 出発 
し 、 最 果て に ある スケ ノ が の 木 に まで 到着 し た 。 す る と その 上 に わけ の 分 か ら な い 様 々 な 











1 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6541) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (220)。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
2 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (2437) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (1984) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (4286) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3459)。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 
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色 が 浮き 上 が り 、 そ れ か ら 私 は 天国 に 入れ られ た 。 そ し て そこ に は 真珠 の ドー ム の 数 々 が 
あり 、 そ の 砂 は 謙 香 で あっ た 。」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 








2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満 違 あ れ ) は 言い まし た : 「 私 た ち は 言 いま し 
た : “アッ ラー の 使徒 よ 、・・・ 天 国 の 建物 と は どの よう な も の で すか ?” (預言 者 ) は 言 
いま し た : “その レン ガ は 人 金銀 か ら な り 、 漆 喰 は 芳 し い 磨 香 で ある 。 ま た (天国 の ) 小石 
は ルビ ー 守 真珠 で 、 砂 は サフ ラン な の だ 。 そ こ に 入っ た 者 は 安楽 に あり 、 何 の 害 も 被 ら な 
い 。 ま た 永遠 に 生き 、 死 ぬこ と も な い 。 ま た 彼ら の 衣服 が ほこ ろ び る 事 も な けれ ば 、 若 さ 
が 到 り 行く と ともない 。 | (アッ ター ディ ルミ ズ イ アー と アッ ラニ ダー リリ ミー の 倒 承 つう 














3 ニア プー ィ ャ サイード (後に アッ ラー の ご 満 憶 あ あれ) に よれ ば 、 イ プン サイ ヤー ド 
( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 預言 者 に 天国 の 砂 に つい て 尋ね ま し た 。 六 言 者 ) は 言い 
まし た :「( そ れ は ) 純白 で きめ 細か く 、 純 粋 な 磨 香 で ある 。」( ム スリ ム の 伝承 る 








@ 天国 の 住民 の 天幕 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 6 の 天幕 の 中 に 留まっ て いる 美しい 乙女 た ち 。 eg 
(グル ボーン 55 79) 


2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ カ イス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 問 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 に お ける 信仰 者 の 天幕 は 中 空 に な 
っ た 1 つの 真珠 で あり 、 そ の 長 さ は 60 マイ ル も ある 。 ま た 彼 に は 多く の 配偶 者 が お り 、 
そこ を 巡っ て 歩く の だ が 、 お 互い に 見 る こと は な い の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム 
の 伝承 や ) 








@ 天国 の 市 場 : 


アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 に は 毎 金 曜日 、 人 々 が 訪れ る 市 
場 が あめ る 。 そ こ で は 北風 が 吹く が 、 そ れ が 彼ら の 顔 や 衣服 に 触れ る と 、 彼 ら は より 美しく 
華やか に な る 。 彼ら は 更 な る 美 し さ や 華やか さ を た た えつ つ 家 人 の 下 に 戻る が 、 彼 ら を 見 
た 家人 た ら は こう 言う “アッ シー に か け て 。 あな た 方 は 私 た ちと 隊 れ た 人 後 、 美 し く 華 や 
か に な っ た 。” する と 彼ら も こう 返す :“ そ し て あな た 方 も 私 た ちと 離れ た 後 、 美 し く 華 や 
か に な っ た 。”」( ム スリ ム の 伝承 の) 








323 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3342) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (163)。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
4 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズ イ ー (2526) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (2050) 、 ス ナ 
ン ・ ア ッ テ グ ダー リ ミ ー (2717)。 文章 は アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 
5 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2928) 。 
3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4879) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2838)。 文章 は ムスリム の も の 。 
ダ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2833)。 
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人 @ 天国 の 宮殿 : 








偉大 か つ 荘 厳 な アッ ラー は 心 が 渦 望 し 、 ま た 目 に も 謀 し い 天 国 の 宮殿 を お 創り に な り ま 
し た 。 

至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : アッ ラー は 男女 の 信仰 者 に 、 そ の 下 を 河川 の 流れ る 
天国 を 創 ら れ た 。 彼 らち は そこ に 永遠 に 留まる 。 そ し て アド ッ ゥ ン の 楽園 の 中 に ある 、 よ き 住 
まい 。 そ し て アッ ラー の ご 満悦 こそ は (これ ら 全 て の 内 で ) 最大 の も の で ある 。 実 に これ 
こそ は この 上 な い 勝 利 な の だ 。eg (クル アー ン 9 : 72) 





@⑯ 天国 の 宮殿 に お ける 人 々 の 位階 の 差 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 そし て (天国 に ) 目 を や れ ば 、 あ な た は えも 言 
われ め ぬ 安 楽 と 巨大 な 王国 を 目 に し よう 。 四 (クルアーン 76 : 20) 


2 一 アプ ブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 の 民 は その 位 
階 に お いて それ ぞ れ 異な っ て いる 。 彼 ら は ちょ うど 東西 の 地平 線 に 消え 行く 煙 く 惑星 の 位 
置 が それ ぞ れ 異な る よう に 、 そ の 上 の 階 に 住む 者 が その 下 の 階 の 者 を 見 下ろ し て いる 。」 
(アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 る 





人 @ 天国 の 民 の 部 屋 々 々 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 そし て 信仰 し 善行 に 励 む 者 た ちら は 、 わ れ ら ( ア 
ッ ラ ー の こと ) が その 下 を 河川 の 流れ る 楽園 の 部 屋 々 々 に 住ま い を 与え よう 。 彼ら は そこ 
に 永遠 に 留まる 。 勤 行者 た ちの 報い の 何と 素晴らし いこ と か 。6 還 (クルアーン 29 : 58) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 所 し か し その 主 (の お 怒り と 懲 凡 を 招く よう な 行 
為 ) か ら 身 を 慎む 者 た ち に は 、 そ の 下 を 河川 が 流れ る 部 屋 々 々 を 与え よう 。 そ の 上 に は 更 
に 部 屋 々 々 が ある の だ 。( こ れこ そ ) アッ ラー の お 約束 され た も の 。 ア ッ ラ ー は その お 約 
東 を 破棄 され る こと は な い 。 思 (クル アー ン 39 : 20) 





3 一 アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ 天 国 に は その 内 側 か ら 外 側が 、 そ し て 外側 か ら 内 
側が を 見 える 部 屋 々 々 が ある 。” する と 1 人 の ベ ド ウィ ン の 男 が 立ち 上 が り 、 言 いま し 
た : “アッラー の 使徒 よ 、 そ れ は 誰 の 者 で すか ?” (預言 者 ) は 言い まし た : “よい 言葉 
を 施し 、 ダ クス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) に 励み 、 人 々 が 就寝 中 に グラー (礼拝 ) する 者 の 
も の だ 。"」( ア フ マ ド と アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 9 














3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3265) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2831)。 文章 は ムスリム の も の 。 
3 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (1338)、 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ル ミズ イー (1984)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
ィ ル ミズ イー (1616)。 
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@ 天国 の 民 の し と ね : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 (彼ら は ) その 裏地 が 絹 の 敷物 の 上 で 、 ゆ っ た り 休 
ん で いる 。 西 (クル アー ン 55 : 54) 


@ 天国 の 民 の 敷物 と 枕 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そし て 並ん で 置か れ た 枕 。 ま た 広げ られ た 敷 
物 。 思 (クル アー ン 88 : 15 一 16) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 所 彼ら は 緑色 の 寝室 と 、 極 上 の 敷物 の 上 に 身 を 休 
ませ て いる 。 思 (クル アー ン 55 : 76) 


@ 天国 の ソフ ァ ー : 





それ は 幕 に よっ て 覆 わ れ た 寝台 、 あ る い は クッ ショ ン 付 き の ソ ファ ー を 指し ます 。 





1 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 的 実に よく (アッ ラー に ) 従っ た 者 た ち は 、( 天 国 
の ) 安寧 の 中 に ある 。 (彼ら は ) 寝台 か ら (その 恩恵 に 徐 れ た 光景 を ) 眺め 見 る 。 思 ( ク 
の 88529 8) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱 (彼ら は 楽園 の 中 で ) ソフ ァ ー に 寄り か か っ て 
いる 。 そ こ で は 酷 著 も 酷 寒 も な い 。 (クル アー ン 76 : 13) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 古 そ の 日 天国 の 民 は (数 え 尽 くせ ぬ 多 く の ) 享楽 
に 悦楽 に 浸っ て いる 。 彼ら と その 配偶 者 た ち は 、 日 陰 の 中 ソフ ァ ー に 寄り か か っ て い 
る 。 国 (クル アー ン 36 : 55 一 56) 





@ 天国 の 民 の 寝台 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て われ ら (アッ ラー の こと ) は 彼ら の 心 か 
ら 憎 し み を 取り 除き 、( 天 国 に お いて ) 寝台 の 上 に 互い に 向かい 合う 上 兄弟 と し た 。 皿 ( ク 
ルアー ン 15 : 47) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 (彼ら は ) 並ん だ 寝台 の 上 に 寄り か か っ て いる 。 
そし て われ ら (アッ ラー の こと ) は 彼 に 諾 し い 乙 女 た ち を め と わせ る 。 中 (クル アー ン 
52 : 20) 
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3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 (彼ら は 宝石 な ど が ) 織り 込ま れ た 寝台 の 上 に 、 
互い に 向き 合っ た 形 で 寄り か か っ て いる 。 西 (クル アー ン 56 : 15 - 16) 


4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そこ に は 高く 設え られ た 寝台 が ある 。 四 (クル 
アー ン 88 : 13) 





@ 天国 の 民 の 食器 類 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 釣 彼 ら (天国 の 民 ) の も と を 永遠 の 少年 た ち が 加 
る 。 杯 と 水差し 、( 美 酒 が 流れ る 川 か ら の ) を 携え て 。 思 (クル アー ン 56 : 17 - 18) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 (彼ら の も と に ) 金 の 皿 と 杯 が 運ば れ て くる 。 
そこ に は (天国 の 民 の ) 望み 、 眼 を 喜ば せる も の が ある 。 そ し て あな た 方 は そこ に 永 和 久 に 
留まる の だ 。eg (クル アー ン 43 : 71) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て (彼ら の も と に ) 銀 の 食器 類 と 杯 が 運ば 
れ て くる 。 そ し て 瓶 は 銀製 で 、( 給 仕 の 少年 た ち は そ れ で も っ て 飲み た い だ け ) 注い で く 
れる 。 四 (クル アー ン 76 : 15 - 16) 





人 4 一 ゲ ザ プ ドッ ラー・ ブ プン ・ カ イス (後に アッ ラー の ご 満悦 あ れ ) に よれ ば 、 デ アッ ラー の 
使徒 (第 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 そ こ に ある 食 問 類 と そこ に 
ある 全て の も の が 銀 で ある と ころ の 2 つの 銀 の 天国 。 そ し て そこ に ある 食器 類 と そこ に あ 
る 全て の も の が 黄金 で ある と ころ の 2 つの 黄金 の 天国 。 そ し て デ が ゥ メン の 楽園 に お いて 
人 々 と 彼ら の 主 を 遮る も の は 、 そ の 御 顔 に さ れ た 1 枚 の 荘厳 な る 衣 し か な い の だ 。」( ア 
ルー テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 





@ 天国 の 民 の 衣服 と 装飾 品 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 史実 に アッ ラー は 信仰 し 善行 に 励 や 者 た ち を 、 そ 
の 下 を 河川 が 流れ る 天国 に 入れ られ る 。 そ し て そこ に お いて 彼ら を 黄金 の プレ スレ ッ ト と 
真珠 で 飾ら れ 、 そ こ に お ける 彼ら の 衣服 は 絹 で ある 。 本 (クル アー ン 22 : 23) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ こ に お いて 彼ら は 黄金 の ブレスレット で 飾ら 
れ 、 ま た 緑色 の 薄手 の 絹 と 重厚 な 絹 地 の 衣 を まとい 、 ソ ファ ー の 上 に 寄り か か っ て いる 。 
何と 素晴らし い 報 奨 と 、 集 まり 所 で あろ うか ? 思 (クル アー ン 18 : 31) 





3 一 吾 高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 彼ら の 上 に は 緑色 の 薄い 絹 と 重厚 な 絹 の 衣 が 羽 
織 ら され 、 ま た 銀 の プレ スレ ッ ト で も っ て 飾り 立て られ る 。 そ し て 主 は 、 彼 ら に 清浄 な 飲 








% サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (7444) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (180)。 
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み 物 を 与え られ る 。EB (クル アー ン 76 : 21) 


人 @ 天国 に お いて 初め に 衣服 を 着せ られ る 者 : 


イブ ン ・ ア ッ パ バース ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 役 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「・・・ そ し て 審判 の 日 衣 を 着せ られ る 最 
初 の 被 造物 は 、 ア ッ ラ ー の 親 し き 者 イプ ラー ヒー ム で ある 。」( ア ル テ プ ハー リー の 伝承 
9 





@ 天国 の 民 の 給仕 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 彼ら (天国 の 民 ) の も と を 永遠 の 少年 た ち が 廻 
る 。 杯 と 水差し 、( 美 酒 が 流れ る 川 か ら の ) を 携え て 。 思 (クル アー ン 56 : 17 一 18) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 彼ら の 間 を 永遠 の 少年 た ち は 行き 交 う 。 
あな た 方 が 彼ら を 見 れ ば 、 散 り ば め ら れ た 真珠 か と 思う で あろ う 。 (クル アー ン 76: 
19) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 そ し て 彼ら の 間 を 、 彼 らち ら の た め の 給 仕 の 少年 た 
ち が 行 き 交 う 。 彼 ちら は まる で (まだ 手 の つ けら れ て いな い ) 秘め られ た 真珠 の よう で あ 
る 。 中 (クル アー ン 52 : 24) 





人 @ 天国 の 民 が 最初 に ヒロ に する も の : 


1 ニー ゲ ダナ ス ・ プ ン ・ マ ー リ ク (後に アッ ラー の ざ ご 満悦 あれ ) に よる ぉ 、 デ アプ ドッ ラー・* 
ブン ・ サ ラー ム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) に 、 天 国 の 民 が 最初 に 口 に する も の に つい て 誠 ね まし た 。 そ れ に 対し (預言 者 は ) 
答え まし た : 「 魚 の 肝臓 の 端 で ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 ② 











2 一 サウ バー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 が アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と で 立っ て いる と 、1 人 の ユダ ヤ 教 徒 の 学 僧 が や 
っ て 来 ま し た ・・・ - そし て この 伝承 に は 次 の よう な 人 箇所 が あり ます - ・・・ す る と その 
ユダ ヤ 教 徒 は 言い まし た : “一 番 最初 に スケ ラーム (地獄 の 架け 橋 ) を 渡る こと を 許さ れ 
2 の は 誰 で あみ 200P 1 言 者 か 粒 言 まだ 2 あみ ハー ジル グー と の 但し じい 者 た ち だ 。/ 
(その ユダ ヤ 教 徒 は ) 言い まし た : “天国 に 入る 時 に 与え られ る も の は ?”  ( 言 者 ) は 


言い まし た : “魚の 肝臓 の 端 で ある 。” (その ユダ ヤ 教 徒 は ) 言い まし た : “その 直後 の 役 


























1 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6526)。 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3329)。 
人 訳者 注 : 詳細 に つい て は 「 最 後 の 日 へ の 信仰 ⑤ - スィ ラー ト (地獄 の 架け 橋 ) の 項 」 参 照 。 
1 訳者 注 : マッ カ か ら マ ディ ー ナ ^ 移 住 し た 初期 の ムスリム た ちの こと 。 
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ら の 食事 は 何で すか ?” (預言 者 ) は 言い まし た : “天国 の 端々 で ( 草 を ) は ん で いた 天 
国 の 雄 邊 が 、 彼 の た め に 層 ら れる 。” (その ユダ ヤ 教 徒 は ) 言い まし た : “それ と 共に 何 
を 飲 な の で すか ?”"  ( 聞 言 者 ) は 言い まし た : “ダル ダグ ど ー ル ん と 呼ば れる 泉 か ら (飲む の 
だ )。"」( ム スリ ム の 伝承 や ) 








人 @ 天国 の 民 の 食べ 物 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 胡 あ な た 方 の 伴 介 と 共に 喜 悦 し つつ 天国 に 入る の 
だ 。 (彼ら の も と に ) 金 の 皿 と 杯 が 運ば れ て くる 。 そ こ に は (天国 の 民 の ) 望み 、 眼 を 喜 
ば せる も の が ある 。 そ し て あな た 方 は そこ に 永 色 に 留まる の だ 。 (クル アー ン 43 : 70 
- 71) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叩 メ ッ タ クー ン (アッ ラー の お 怒り と 徐 六 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) が 約束 され た 天国 と は 、 河 川 が その 下 を 流れ て お り 、 そ 
こ に お いて は 食べ 物 が 尽き る こと は な く 、 際 も 消え 去る こと が な い 。 西 (クル アー ン 
13 : 35) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 遇 そし て (給仕 の 少年 た ち は ) 彼ら の お 好み の 果 
実 と 、 彼 ら の 望み の まま の 鶏肉 を (も 携え て 来る )。 思 (クル アー ン 56 : 20 一 21) 


4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 あな た 方 が 現世 に お いて 励ん だ (よき ) こと ゅ ゆ 
え に 、 心 地 よ く 飲 み 食 いす る が よい 。 四 (クル アー ン 69 : 24) 








りー ゲー バイ ー ド ッ プ テン ドリ ー (人 に デック シー の て こ 滑 人 選 あ れ ) 信 計 ゆめ まし 
た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “審判 の 日 、 大 地 は 一 
片 の パン と 化す 。 全 て を 制 さ れる 強大 な お 方 (アッ ラー の こと ) は 、 ち ょ うど あな た 方 が 
旅路 で パン を ひね り ち ぎる よう に 、 天 国 を 約束 され て いる 民 に 食事 と し て その 御手 で も っ 
て ひね り 与 えら れる ・・・ - そし て この 伝承 の 中 に 次 の よう な 箇所 が あり ます - ・・・ す 
る と 1 人 の ユダ ヤ 教 徒 の 男 が や っ て 来 て 、 言 いま し た : 「 彼 ら が (それ と 共に ) 付け 合せ 
(て 食べ ) る も の を 教え て や ろう か ?」 彼 は (続け て ) 言い まし た :「 彼 ら の 付け 合せ は 
2 の アー の と 内 人 旬 だ | 大 た ち は ) 言い まし た だ た! それ は 休 だ た ?) 秀和 計 い まし 
た : 「 雄 生 と 大 魚の こと で ある 。 そ れ ら の 肝 の 端 か ら 70000 人 の 者 た ち が 食 する の だ 。」"」 
(ゲル ニア ハー リー と よう りみ の 伝承 























6 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “天国 の 民 は そこ で 食べ 、 飲 む が 
貴 を 吐い た り 排 便 を し た り 鼻 を 垂らし た りす る こと が な い 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : 











5 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (315)。 

3 訳者 注 : へ ブラ イ 語 と 言わ れ ま す 。 

7 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6520) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2792)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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ヽ 





“それ で は 食べ 物 は どこ へ 行く の で すか ?”" (預言 者 ) は 言い まし た : “(それら は ) げ 
っ ぷと 汗 に な る 。 彼ら の 汗 は 磨 香 の よう に 芳しい 。 ま た 彼 は 呼吸 を する ご と く 、 主 の 崇高 
さ を 称 え 賛 美 す る の だ 。”」( ム スリ ム の 伝承 %) 








介 ウト ッ バ ・ ブ ン ・ ア ブ ド ・ ア ッ テ サ ラミ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た :「 私 が アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に 座っ て いる と 、 
ベ ド ウィ ン の 男 が 1 人 や っ て 来 て 、 言 いま し た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 現 世に お いて 最も 
多く の 軸 を 有する 木 - つま り ア カシ ア の こと - が 天国 に も ある 、 と あな た が 言う の を 聞い 
た 。” する と アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “実に 
アッ ラー は (天国 に お いて ) その 全て の 刺 を 、 毛 長 の 雄山 羊 の 宇 丸 - つま り 去 勢 さ れ て 落 
ち た それ - の よう な も の に され る 。 そ し て その 中 に は 70 色 も の 食べ 物 が 入っ て お り 、 
各々 の 色 は それ 以外 の 別 の 色 に 似る こと が な い 。"」( ア ッ テ タ バラ ー ニ ー の 伝承 9) 














念 天国 の 民 の 飲み 物 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱 実に アッ ラー に よく 従っ て 者 た ち は 樺 脳 が 混ぜ 
られ た (飲み 物 の ) 杯 に よっ て 飲む 。egB (クル アー ン 76 : 5) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ ま し た : 耶 そ し て そこ (天国 ) に お いて 、 彼 ら は 生姜 の 混 
ぜ ら れ た (飲み 物 の ) 杯 か ら 飲 み 物 を 得る 。E (クル アー ン 76 : 17) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱 (彼ら は ) 封印 され た 最上 の 美酒 を 飲ま され る 。 
その 最後 の 風味 は 磨 香 で ある 。 そ し て それ を 望み 求め る 人 々 を (よき 行い に ) 競い 合わ せ 
よ 。 そ し て それ に は タス ニー ム ず "が 混ぜ られ て いる 。 (それは ) アッ ラー に より 近く ある 
(栄養 ある ) 者 た ち も が そこ か ら 飲 ゃ と ころ の 泉 で ある 。 四 (クル アー ン 83 : 25 一 28) 








4- イ プン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ ア ルケ テウ ダル は 天国 の 河川 の 1 
つ で ある 。 そ の 両 岸 は 黄金 で 、 川 底 は 真珠 と ルビ ー、 そ の 砂 は 磨 符 よ り も 芳しく 、 水 は 密 
より 甘美 で 雪 よ り 和 白い 。"」( ア ッ = テ ティ ルミ ズィー と イプ ブン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 9) 





@⑯ 天国 の 木々 と その 果実 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叩 そ し て 木々 は (彼ら を ) その 隆 で 本 う 。 そ し て 
その 果実 の 房 は (容易 に 手 が 届 く 高 さ に まで ) 垂れ 下がっ て いる 。 還 (クル アー ン 76 : 





3⑱ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2835)。 

9 真正 な 伝承 。 ア ッ ー テ タバ ラー ニー の アル テカ ビー ル (⑰7/130)、 ム スナ ド ・ ア ッ テ ニテ シャー ミー イ ー ン (1/282) 、 ア 

ッ デ テス イル スイ ラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー ハム (2734) 参照 。 

9 訳者 注 : 天国 に お ける 最も 貴 い 飲み 物 と 言わ れ ま す 。 

1 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ イー (3361) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2677) 、 ス ナ 

ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (4334)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3498)、 文 章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の も の 。 
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14) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 メッ タク グーン (アッ ラー の お 怒り と 徐 罰 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) は (涼し く 心 地 よ い ) 日 陰 と いく つも の 泉 の も と に ある 。 
そし て 彼ら が 望 な いか な る 果実 も 。q (クル アー ン 77 : 41 一 42) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ こ で (彼ら ちら は) ゆっ た り と 寄り か か り 、 多 く 
の 果実 と 飲み 物 を (好き な だ け ) 運ん で 来 さ せる 。 思 (クルアーン 838 : 51) 





4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抽 そし て 彼ら に は そこ で 、 あ り と あら ゆる 果実 が 
ある の だ 。 四 (クル アー ン 47 : 15) 





5 一 杏 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : ス ッ タ クー ン (アッ ラー の お 怒り と 仁 六 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に は ( 真 の ) 勝利 お ある 。 緑 の 園 の 数 々 と 世 荷 園 。eg 
(クル アデ アーン 78 : 31_ 32) 








6 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 争 そ こ に は あり と あら ゆる 果実 が 2 種類 ずつ あ 
る 。 四 (クル アー ン 55 : 52) 争 そ こ に は 全て の 果実 と あら ゆる ナツ メ ヤ シ の 木々 、 石 衝 
も ある 。 四 (クル アー ン 55 : 68) 





7 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 彼 らち は (そこ で あら ゆる 不幸 や 悪 や 害 な どか 
ら ) 平穏 な 状態 で 、 あ ら ゆ る 果実 を 運ん で 来 さ せる 。 思 (クル アー ン 44 : 55) 





8 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 遇 そし て 右側 の 徒 。 右側 の 徒 と は 何 か ? (彼ら 
は ) 軸 の な い ス イィ ドル の 木々 の 共に いる 。 そ し て 重なり 茂る アカ シア “の 木々 。 去 り 行 く 
こと の な い 大 き な 日 陰 。 いつでも どこ に で も (彼ら の 近く を ) 流れ 、 注 が れる 水 。 そ し て 
豊富 な 果物 。( そ れ ら は ) 途絶 えて し まう こと も 禁じ られ る こと も な い 。 本 (クル アー ン 
56 : 27 一 33) 


9 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 (彼ら は ) 天国 の 高き に ある 。 果物 の 房 は ( 彼 
ら に 向かっ て ) 垂れ 下がっ て いる 。( そ し て 彼ら に は こう 言わ れる : ) 「 あ な た 方 が 現世 に 
お いて 励ん だ (よき ) こと ゆえ に 、 心 地 よ く 飲 み 食 いす る が よい 。」E 思 (クルアーン 69 : 
22 一 24) 





10 一 マー リク ・ ブ ン ・ サ アサ ア (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) の 伝え る 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 昇天 に 関す る 伝承 の 中 に は 、 次 の よう な 記述 が あり ま 
す : ・・・ 斑 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 そ し て 私 の 前 














訳者 注 : 前 出 の ウト ゥ バ の ハデ ィ ー ス 参照 の こと 。 
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に 天 の 最 果て に ある スズ アァ が ラ の 木 が 立ち は だ か っ た 。 そ の 実は ハジ チク の 水瓶 の よう 
(に 巨大 ) で 、 そ の 葉 は 巨 象 の 耳 の よう で ある 。 そ し て その 根元 に は 4 本 の 河川 - その 内 
2 本 は 地下 で 、 も う 2 本 は 地表 で ある - が 流れ る 。 私 は ジブ リー ル (ガブ リエ ル ) に 誠 ね 
た 。 す る と 彼 は 答え て 言っ た : “地下 の 2 本 は 天国 の も の で 、 地 表 を 流れ る も の は ナイ ル 
川上 ラー ララ デス 川 で ある 。“」 (アル ラニ デ ハー リー と スス リム の 伝承 うり 


11 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル = テ フ ド ッ リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 背 
言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 天 国 に は 、 痩 身 で 敏速 の 駿 
馬 の 騎 手 が そ の 共 を 100 年 か け て も 踏破 する こと の 出来 な い 1 本 の 木 が ある 。」( ア ル = テ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑮) 





12 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 に ある 全て の 木々 の 根 は 、 黄 金 で 
で き て いる 。」( ア ッ テ ニティ ルミ ズィー の 伝承 9 





人 @ 天国 の 河川 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 釣 実に 信仰 し 善行 に 大 む 者 た ちら に は 、 そ の 下 を 河 
川 の 流れ る 楽園 が ある 。 そ れこ そ は 大 き な 勝 利 な の だ 。 思 (クル アー ン 85 : 11) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 メ ッ タ クーン (アッ ラー の お 怒り と 懲 凡 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に 約束 され た 天国 と は 、 こ の よう な も の で ある : そこ に 
は 淀 む こと の な い 水 が 流れ る 川 と 、 そ の 風味 の 変化 する こと の な い 乳 の 流れ る 川 、 そ し て 
飲む 者 に 心地 よい 美酒 の 流れ る 川 と 純粋 な 蜜 の 流れ る 川 が ある 。 そ し て そこ に は 彼ら の た 
め に あり と あら ゆる 果実 と 、 主 か ら の お 赤 し が ある の だ 。 本 (クル アー ン 47 : 15) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 実に メッ タク グ クーン (アッ ラー の お 怒り と 懲 凡 を 
折 く よ う な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) は 楽園 と 河川 の も と に ある 。 (彼ら は ) 全能 の 王者 
の 近く 、( 嘘 や 戯れ 事 な ど の な い ) 真実 の 座り 所 に ある の だ 。 西 (クル アー ン 54 : 54 一 
55) 





4 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あれ ) に よれ ば 、 台 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 私 が 天国 を 歩ん で いる と 、 そ の 両 岸 に 中 
空 の 真珠 の ドー ム が 並ん で いる 川 に 辿り 着い た 。 私 は 言っ た : “ジブ リー ル (ガブ リエ 
ル ) よ 、 こ れ は 何 か ?” ( 彼 は ) 言っ た : “これ こそ 主 が あな た に 授け られ た 、 アル テア タグ 
ダク で ある 。 そ し て その 香り 、 あ る い は 土 は 芳しい 磨 香 で あっ た 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ 








全訳 者 注 : バハ レー ン 地 方 の 町 の 名 と 言わ れ ま す 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3207) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (162)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
千 サビ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6553) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2828)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
⑯ スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミ ズィー (2525) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2049)。 サ ヒー フ ・ ア ル = テ ジ 
ャ ー ミ ッ (5647) 参照 。 
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ー の 伝承 ず ) 





5ー ア アー シア ライ タラ (後に アッ テー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : ! デ テッ テー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “サイ ハー ン 川 と ジャ イハ ー ン 有川 、 
ユー フラ テス 川 と ナイ ル 川 、 そ れ ら 全て は 天国 (か ら ) の 河川 で ある 。” (ムスリム の 伝 
承 ⑮) 





念 天国 の 泉 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 実に メッ タダ タ クーン (アッ ラー の お 交 り と 向 信 
を 招く よう な 事柄 か ら 身 を 慣 む 者 た ち ) は 緑 の 園 々 と いく つも の 泉 の も と に ある 。 四 ( ク 
ルアー ン 15 : 45) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 史実 に アッ ラー に よく 従っ て 者 た ち は 樺 脳 が 混ぜ 
られ た (飲み 物 の ) 杯 に よっ て 飲 ゅ 。 (それ は ) アッ ラー の し も べた ち が 飲 ゃ と ころ の 泉 。 
彼ら は それ を (いつ で も どこ で も 気 の 赴 くま ま に ) 噴き 出さ せる 。 四 (クル アー ン 76 : 5 
ー6) 








3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て それ に は タス ニー ム “" が 混ぜ られ て いる 。 
(それ は ) アッ ラー に より 近く ある ( 栄 準 あ る ) 者 た ち が そ こ か ら 飲 ゃ と ころ の 泉 で あ 
る 。 四 (クルアーン 83 : 27 一 28) 


4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ こ に は 流れ 出る 2 つの 泉 が ある 。 (クル ア 
ー ン 55 : 50) 凶 そ こ に は 吹き 出る 2 つの 泉 が ある 。 中 (クルアーン 55 : 66) 





5 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 中 そし て そこ (天国 ) に お いて 、 彼 ら は 生姜 の 混 
ぜ ら れ た (飲み 物 の ) 杯 か ら 飲 み 物 を 得る 。 そ し て タル ダグ どー と 名 付け られ た 泉 か ら 。 6 
(クル アー ン 76:17 18) 





@ 天国 の 女性 た ち : 





1 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ち られ まし た : 抱 ア ッ ラ ー (の お 綴り と 徐 罰 を 招く よう な 行い ) 
に お いて 身 を 慎む 者 た ち に は 、 そ の 主 の 御 許 に その 下 を 河川 の 流れ る 楽園 が ある 。 彼 ら は 
そこ に 永遠 に 留まる 。 (そこ に は ) 清浄 な 配偶 者 た ち が お り 、 ア ッ ラ ー の ご 満悦 が ある 。 
アッ ラー は その し も べた ちの 全て を ご 覧 に な られ て いる の だ 。 本 (クル アー ン 3 : 15) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 克実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 彼女 た ち を こ 








7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6581)。 

8 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2839)。 

訳者 注 : 天国 に お ける 最も 貴 い 飲物 と 言わ れ ます 。 
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し ら え た 。 そ し て 彼女 ら を (永遠 の ) 乙女 と し 、 愛 し い 同 年 募 の も の と し た 。 (これら は 
全て ) 右側 の 徒 の た めで ある 。 (彼ら は ) 先 人 た ちか ら の 者 が 多く 、 ま た (イス ラー ム 以 
後 の ) 後世 の 者 た ちか ら も 多い 。 思 (クル アー ン 56 : 35 一 40) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て 彼ら の も と に は 、 そ の 眼 が 彼ら の み に 向 
けら れ た 、 美 し い 眼 の 乙女 た ちがい る 。 彼女 た ち は ま る で 秘め られ た 白い 卵 の よう で あ 
る 。 四 (クル アー ン 37 : 48 一 49) 





4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 耶 そ し て 美しい 乙女 た ち 。 彼女 た ち は 秘 め ら れ た 
真珠 の よう 。 (それ ら は ) 彼ら が (現世 で ) 励ん で いた こと に 対す る 報奨 な の で ある 。 還 
(クル アー ン 56 : 22 一 24) 








5 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叩 そ こ に は それ 以前 に 人 間 も ジ ン も 触れ る こと の 
な か っ た 、 そ の 視線 を 彼ら の み に 向 けた 乙女 た ちがい る 。 一体 あな た 方 (人 間 と ジン ) は 
主 の いか な る 恩恵 を 嘘 だ と 言う の か ? 彼女 た ち は 小 粒 の 美しい 真珠 と サン ゴ の よう で あ 
る 。 (クル アー ン 55 : 56 一 57) 


6 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 耶 そ こ に は 最良 の 美しい 乙女 た ちがい る 。 一体 あ 
な た 方 (人 間 と ジン ) は 主 の いか な る 恩恵 を 嘘 だ と 言う の か ? 天幕 の 中 に 留まっ て いる 美 
し い 選 女 た ち 。 引 (クル アー ン 55 : 70 一 72) 





7ー ア ナス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 疾 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 昼 遅く 出発 する こ 
と 、 あ る い は 朝 早 く 出 発する こと は 、 現 世 と そこ に ある も の 全て より も 優れ て いる 。 そ し 
て 天国 に お ける 弓 1 本 ほど の 、 あ る い は 鞭 1 本 ほど の 場所 は 、 現 世 と そこ に ある も の 全て 
より も 優れ て いる 。 そ し て も し 天国 の 女性 の 1 人 が 地上 の 者 た ち に 一 視線 送れ ば 、 そ の 間 
を 光 で 照ら し 、 芳 香 で 満た し た こと で あろ う 。 そ し て 彼女 が 頭 に まとっ た ベー ル は 、 現 世 
と そこ に ある 全て より も 優れ て いる 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 








8 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 実 に 天国 に 入る 最初 の 一 団 は 、 満 月 の 
夜 の 月 の 姿 で や る 。 そ し て 彼ら に 続く 一 団 は 、 天 に 最も 明る く 輝 く 惑 星 (の 姿 ) で ある 。 
彼ら 1 人 1 人 に は 2 人 の 妻たち も が いる 。 そ し て その 腰 の 骨髄 は 、 肉 か ら 穫 け て 見 える ( ほ 
ど に 白い )。 天 国 に 独身 者 は いな い の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 





人 @ 天国 の 香り : 





89 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2796) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1880)。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
1 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3246) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2834)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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天国 の 香り は 、 天 国 の 民 の 位階 に よっ て 異な り ま す 。 





1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “最初 に 天国 に 入る 一 団 は 、 満 月 
の 夜 の 月 の よう な 姿 で ある 。 そ し て その 次 に 入る 者 た ちら は 、 天 に 最も まばゆい 糧 く 惑星 の 
姿 で ある 。 彼ら は 排尿 も し な けれ ば 、 貴 を 吐く こと も 鼻 を 垂らす こと も な い 。 彼ら の 枚 は 
金 で 、 彼 ら の 汗 は 磨 香 で ある 。 ま た 彼ら の 香炉 は 香木 で 、 そ の 配偶 者 た ち は 白 眼 と 黒 眼 の 
は っ きり し た 乙女 た ち で ある 。 ま た 彼ら は 皆 、 天 に 60 腕 尺 も の 高 さ に そびえ る 彼ら の 父 
祖 、 ア ー ダ ム の 姿 な の で ある 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 の 











2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「( 私 た ちと ) 条約 を 結ん で いる 民 
を (不当 に ) 殺害 し た 者 は 、 天 国 の 芳香 を 別 ぐ こ と は な い 。 そ の 芳香 は 40 年 も の 行程 か 
ら も 史 ぐ こと が 出来 る に も 関わ ら ず 、 で ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 








3 一 また 別 の 伝承 に は こう あり ます :「 そ し て その 芳香 は 、70 年 も の 行程 か ら も 史 ぐ こと 
が 出来 る に も 関わ ら ず 、 で ある 。」( ア ッ テ ニテ ティル ミズ ィ イー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 





@ 天国 の 民 の 妻たち の 唄 : 


1 一 イブ プン ・ ウ マル ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 実 に 天国 の 民 の 妻たち は その 夫 た ち に 、 誰 も 耳 に 
し た 事 が な いよ うな 美声 で も っ て 唄っ て 聞か せる 。 彼女 た ちの 歌 に は 次 の よう な 下り が あ 
る : “私 た ち は 美 し い 女 性 た ちの 中 で も 最良 の も の 。 栄 準 高 い 民 の 妻たち 。 数 え 切れ な い 
喜び と と も に 待っ て いま す 。“ 
また 彼女 た ちの 歌 に は 次 の よう な 下り も ある : “私 た ち は 永 遠 に 生き 、 死 こと は あり 
ませ ん 。 私 た ち は 誠 実 で 、 裏 切る こと も あり ませ ん 。 私 た ち は 一 所 に 留まり 、 ど こ か ^ 立 
ち 志 っ で し まう と と も な い の で す 。“"」( デ ゲル テ プ ハ ーー リー と ゐ ス りみ の 伝承 の) 























@ 天国 の 民 の 交 合 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ まし た : 凶 そ の 日 天国 の 民 は (数 え 尽 くせ ぬ 多 く の ) 享楽 
に 悦楽 に 浸っ て いる 。 彼ら と その 配偶 者 た ち は 、 日 陰 の 中 ソフ ァ ー に 寄り か か っ て い 
る 。 思 (クル アー ン 36 : 55 一 56) 





2 ササ ヒー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3327) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2834)。 文 章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

8 サビ ヒープ フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3166)。 

4 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1403) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1132)。 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2687) サ ヒ ビー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2176)。 

5 真正 な 伝承 。 ア ッ ー テ タバ ラー ニー の アル テム ッ ジ ャ ム ・ ア ル テ ア ウサ ト (4917) 、 サ ヒー フ ・ ア ル テ ジ ャ ー ミ ッ 
(1561) 参照 。 
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2-ー ザ イド * ャ プン ・ ア テル カム ( 彼 に アッ ラー の ご 満 層 あ れ ) は 言い まし た : 「 ア デア ッ ラー の 

使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “天国 の 民 の 男性 は 飲食 と 欲 
望 、 性 交 に お いて 100 人 分 の 男 の 力 を 与え られ る 。"” する と ある ユダ ヤ 教 徒 の 男 が 言い ま 
し た : “も し 飲み 食い する 者 で あれ ば 、 催 す も の も 催す と いう こと だ 。” アッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “彼ら の 便 は 、 そ の 皮膚 か ら 流れ 
出る 汗 な の で あり 、 そ れ に よっ て 腹部 は 引っ 込む の で ある 。"」 (アッ ミニ タバ ラー ニー と ア 
ッ ー グ ダー リ ミー の 伝承 %⑳ 

















3 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ テー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 者 が 言い まし 
た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 た ち 男 性 は 天国 で 女性 に 近づき ます か ?” (預言 者 ) は 言い ま 
し た (そこ で は ) 1 人 の 男 が 1 有 旧 に 100 人 の 乙女 と 交わ お る の だ だ ^ | (アッ ミニ タバ ラー テー 
ご ア ジー マヌ スゲ アイム の 令 承 9 








@ 天国 の 子供 : 





アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア テッ ラー の 使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま し た : “信仰 者 は 天国 
で 子供 が 欲し く な れ ば 、 そ の 和 姓 娠 と 出産 、 成 長 に は た っ た の 1 時 間 を 要する の み で あ 
る 。"」 (アフ マ ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 ) 





@⑯ 天国 の 民 の 不断 の 享楽 : 





天国 の 民 が 天国 に 入れ ば 、 天 使 た ら が 彼ら を 迎え 入れ ます 。 そ し て 天使 た ら は 彼ら が 開 
いた こと も な いよ うな よき 知ら せ と し て 、 彼 ら に 天国 に お ける 記 楽 や 永遠 に つい て 伝え 聞 
か せる の で す 。 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 ス メッ タグ クーン (アッ ラー の お 把 り と 懲罰 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に 約束 され た 天国 は 、 そ の 下 を 河川 が 流れ 、 食 べ 物 が 尽 
きる こと も な けれ ば 日 陰 が 消え 去る ろ こ と も な い 。 そ れこ そ は アッ ラー の お 怒り と 徐 罰 を 招 
く よ う な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ちの 行き 先 で あり 、 不 信仰 者 た ちの 終着 先 は 地獄 の 業火 な 
の で ある 。 本 (クル アー ン 13 : 35) 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 憶 あ れ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 呼 ぶ 者 が こう 呼び か ける : “そこ (天国 ) に お い 
て あな た 方 は 常に 健康 で あり 、 決 し て 病 ん だ り し な い 。 ま た 生き 続け る の で あり 、 決 し て 














2% 真正 な 伝承 。 ア ッ ー ニ タバ ラー ニー の アル テム ゥ ジャ ム ・ ア ル = テ アウ サト (5178)、 ス ナン ・ ア ッ = テ ダー リ ミ ー 
(2721) 。 文章 は アッ ニタ バラ ー ニ ー の も の 。 サ ヒー フ ・ ア ル ニ = テ ジャ ー ミ ッ (1561) 参照 。 
%? 真正 な 伝承 。 ア ッ テ ニテ タバ ラー ニー の アル テア ウサ ト (5263)、 ア ブー・ ヌ アイ ム の 「 天 国 の 描写 」(373)。 ア ッ テ ス 





ィ イィ ルス イラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー へ ハ (367) 参照 。 
58 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (11079)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2563) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニ テテ 
ィ ル ミズ イィ イー (2077)。 
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死ぬ こと は な い 。 ま た 常に 着く あり 続け る の で あり 、 決 し て 年 者 いた り は し な い 。 ま た 常 
に 安楽 の 状態 に あり 、 決 し て 欠乏 する こと は な い 。 そ し て これ こそ 偉大 か つ 若 厳 な お 方 の 
この お 言葉 (が 指し 示す と ころ の も の ) な の で ある : 克 そし て 彼ら ち は こ う 呼 び か ける : 
「 こ れこ そ が あな た 方 が 大 ん で いた と ころ の も の で も っ て 譲り 受け られ た 天国 な の で あ 
る 。」 還 "」( ム スリ ム の 伝承 %) 








3 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 男 が いい まし た : 
“アッ ラー の 使徒 よ 、 天 国 の 民 は 有 睡 眠 を と り ま すか ?“" (預言 者 ) は 言い まし た : “いや や 、 
睡眠 は 死 の 兄弟 で ある 。"」 (アルテ バッ ザー ル の 伝承 %⑳) 








@ 天国 で の 位階 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 所 見 よ 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) が (現世 に お 
いて ) いか に 彼ら を 互い に 優越 づけ た か ? そ し て 来世 に お いて は (それ より 違 か に ) 大 き 
い 位 階 と 優劣 (の 差 ) が ある の だ 。eg (クル アー ン 17 : 21) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ まし た : 耶 そ し て (審判 の 日 に ) 信仰 者 と し て や っ て 来る 
者 は 、 実 に 真 に (その 主 に ) 従っ た の で ある 。 彼ら に は 最高 の 位階 が ある の だ 。 (彼ら 
は ) その 下 を 河川 の 流れ る メン (エデン ) の 楽園 に 永遠 に 留まる こと に な ろう 。 そ れ 
こそ は 自ら を (不信 仰 や 諸々 の 罪 か ら ) 清め た 者 へ の 報い な の だ 。 思 (クル アー ン 20 : 
75 一 76) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 そ し て (イー マー ン へ と ) 急ぐ 者 た ち 。 彼ら こ 
そ は 安楽 の 地 に お いて アッ ラー に より 近い 者 た ちら で ある 。 (彼ら は ) 先 和 人 た ちか ら の 者 が 
多く 、 後 世 の 者 た ちか ら は 少な い 。 四 (クル アー ン 56 : 10 一 14) 


4 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ ア ッ ラ ー と その 使徒 を 信じ 、 サ ラー (礼拝 ) を し 、 
ラマ ダー ン の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を する 者 は 、 ア ッ ラ ー に 天国 へ 入れ て 頂く 報 
い が あ ろう 。 例 え 彼 が アッ ラー の 道 に お いて 移住 し た と し て も 、 あ る い は 生ま れ た 土地 に 
留まっ て いた と し て も 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッラー の 使徒 よ 、 人 々 に それ を 
伝え る べき で は な いで し ょ うか ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “天国 に は 100 の 位階 が ある 。 
アッ ラー は か れ の 道 に お ける スジ ィ ネー と が ー ン (様々 な 形 で 力 の 限り 奮闘 する 者 た ち ) に 
それ を ご 準備 され た の だ 。 各 位階 の 間 は 天地 の 間 ほ ども ある 。 ゆ え に ア ッ ラ ー に 生 う と き 
は 、 ブ ァ ル ダウ ス を 人 う の だ 。 そ れこ そ は 最も 中 心 に あり 高位 に 属す る 天国 な の で ある 。 
そし て その 上 に は 最も 慈悲 深き お 方 の 玉座 が あり 、 そ こ か ら 天 国 の 河川 が 湧き 出る の だ 。」 




















9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2837)。 
の 真正 な 伝承 。 ア ルー バッ ザー ル の 「 和 覆い を 取り 除く も の 」(3517)。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー ハ 
(1087) 参照 。 
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(アル ーー ア ハー リー の 伝 束 9 


@ 本 来 そ れ に 値 し な く て も 、 信 仰 者 の 子孫 の 位階 が 上 げ ら れる こと : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 そし て 信仰 する 者 た ちと 、 信 仰 と と も に 彼ら に 追従 
する その 子孫 た ち は 、 彼 ら を (天国 に お いて ) 共に し て や ろう 。 そ し て この こと に よっ て 
(その 父祖 た ちの ) 行い (の 報い ) か ら は 、 少 し た り と も 差し 引き され る こと は な い 、。 全 
て の 者 は 自ら 稼い だ も の に よっ て 自ら を 購 う の だ 。 本 (クル アー ン 52 : 21) 


@ 天国 の 日 陰 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : の そし て 信仰 し 善行 に 励む 者 た ち は 、 わ れ ら ( ア 
ッ ラ ー の こと ) が その 下 を 河川 の 流れ る 楽園 に 入れ よう 。 彼 らち は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 
そこ に は 清浄 な 配偶 者 た ちがい る 。 そ し て われ ら は 彼ら を 幾重 に も 重なる 濃い 共に 入れ て 
や る の だ 。 還 (クル アー ン 4 : 57) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 多 そ し て 右側 の 徒 。 右側 の 徒 と は 何 か ? (彼ら 
は ) 刺 の な い ス イィ ドル の 木々 の 共に いる 。 そ し て 重なり 茂る ろ る アカ シア “の 木々 。 去 り 行 く 
こと の な い 大 き な 日 陰 。q (クル アー ン 56 : 27 一 30) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 (彼ら は 楽園 の 中 で ) ソフ ァ ー に 寄り か か っ て い 
る 。 そ こ で は 酷暑 も 酷 寒 も な い 。 そ し て 木々 は (彼ら を ) その 攻 で 嫌 うう 。 そ し て その 上 果実 
の 房 は (容易 に 手 が 届く 高 さ に まで ) 垂れ 下がっ て いる 。 四 (クル アー ン 76 : 13 一 14) 





4 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 メッ タク グ クーン (アッ ラー の お 怒り と 懲 凡 を 招く よ 
うな 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) に 約束 され た 天国 は 、 そ の 下 を 河川 が 流れ 、 食 べ 物 が 尽き 
る こと も な けれ ば M 日 陰 が 消え 去る ろ る こ ともない 。 そ れこ そ は アッ ラー の お 怒り と 懲罰 を 招く 
よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ちの 行き 先 で あり 、 不 信仰 者 た ちの 終着 先 は 地獄 の 業火 な の 
で ある 。 国 (クル アー ン 13 : 35) 





⑯ 天国 の 高 さと 広 さ : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : その 日 顔 々 は 美しい 。 (現世 で ) 努力 し た も の 
(の 報い ) に 満悦 し て 、 天 国 の 高き で 。 そ こ で は 戯れ ご と な ども 耳 に する こと も な い 。 四 
(クル アー ン 88 : 8 一 11) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 そ し て あな た 方 の 主 か ら の お 赦し (を 呼 記 諸々 





6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7423)。 
2 訳者 注 : 前 出 の ウト ゥ バ の ハデ ィ ー ス 参照 の こと 。 
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の 服従 行為 ) へ と 急ぐ の だ 。 そ の 広 さ は 諸 天 と 大 地 の 広 さほど も あり 、 ス ッ タ グ クーン ( ア 
ッ ラ ー の お 怒り と 懲 六 を 招く よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) の た め に 用 意 さ れん た も の な 
の で ある 。 中 (クル アー ン 3 : 133) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : そし て あな た 方 の 主 か ら の お 赦し (を 呼ぶ 諸々 
の 服従 行為 ) へ と 急ぐ ざ の だ 。 そ の 広 さ は 天地 の 広 さ ほど も ある 。( そ れ は ) アッ ラー と そ 
の 使徒 た ち を 信仰 する 者 た ち に 用 意 さ れん た も の で ある 。 こ れこ そ は アッ ラー が お 望み の 者 
に 与え られ る 、 か れ の 余り ある 恩恵 で や る 。 ア ッ ラ ー は この 上 な い お 上 恵み の 主 で あや られ 
る 。 中 (クル アー ン 57 : 21) 


@ 天国 で 最高 の 位階 : 


アブ ドッ ラー・ ブ プン ・ ア ムル ・ ブ ン ・ ア ル ニ テア ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 言う の を 聞き まし た :「 デ が 
ー ン (礼拝 へ の 呼び か け ) を 聞い た ら 、 彼 が 言う よう に (後に つい て ) 言う の だ 。 そ れ か 
ら 私 に 対し て の 祝福 を 祈願 する 言葉 を 上 げ よ 。 私 に 1 回 祝福 を 祈願 する 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
が 彼 の た め に その 10 倍 の ご 慈悲 を か け て 下さ る 。 そ れ か ら 私 の た め に 、 ア ッ ラ ー に アン 
テクス アァ アー ジ (か れ の 御 許 で の 高い 位階 ) を う の だ 。 そ れ は 天国 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 
し も べ で の 中 の し も べ で に し か 許さ れ な い 位階 で や り 、 私 が それ (を 与え られ る 者 ) で ある こ 
と を 望む 。 私 に アレ テ クス アー クジ を 各 う 者 に は 、 と りな し が 与え られ る で あろ う 。」( ム ス 
リム の 伝承 ⑮) 





@ 天国 の 民 の 最高 の 位階 と 最低 の 位階 : 


アル テム ギー ラ ・ ブ ン ・ シ ュ ッ バ パ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ム ー サ ー は その 主 に 誠 い 
た : “天国 の 民 の 最低 の 位階 じ と は どの よう な も の で すか ?” (アッ ラー は ) 仰 ら れ た : “ 天 
国 の 民 が 天国 に 入れ られ た 後に や っ て 来る 1 人 の 男 が いる 。 そ し て 彼 に こう 言わ れる : 
「 天 国 に 入れ 。」 す る と 彼 は 言 2 :「 主 よ 、 ど う や っ て (入り ます か ) ? 人 々 は 各々 の 住ま 
い に 入 り 、 各 々 の 取り 分 を 取っ て し まっ た と いう の に ?」 す る と こう 言わ れる :「 あ な た 
に も それ が ある の だ 。 そ し て それ と 同様 の も の が も う 1 つ 、 そ し て も 2 う 1 つ 、 更 に も う 1 
つ 、 ま た も 2 う 1 つ 与 えら れ よ う 。」 す る と ( 男 は ) それ が 5 回 言及 され た と き 、「 主 よ 、 も 
う 十 分 で す 。」 と 言う 。 す る と こう 言わ れる :「 こ れ は あな た へ の も の で 、 更 に も う 10 倍 
の も の が ある 。 ま た あな た の 欲す る も の と 目 を 豆 ば せる も の 全て が ある 。」 す る と 男 は 言 
の も の - ド 2 で まり" 

(ムー サー は その 主 に ) 誤 い た : “天国 の 民 の 最高 の 位階 じ と は どの よう な も の で すか ?” 
(アッ ラー は ) 仰 ら れ た : “彼ら こそ は 私 の 待ち 望ん だ 者 た ち 。 私 は 彼ら へ の 栄 準 を わが 
手 で も っ て 植え 込み 、 そ れ に 封印 を し て お いた 。 そ れ ゆ え (そこ に は ) いか な る (者 の ) 























3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (384)。 
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眼 も 見 た こと が な く 、 い か な る (者 の ) 耳 も 聞い た こと が な く 、 い か な る 人 の 心 に 思い も 
浮か ば な か っ た よう な 享楽 が 待ち 受け て いる の だ 。"」 

(預言 者 は ) 言い まし た : 「 偉 大 か つ 菩 厳 な アッ ラー の 啓典 の 中 に 、 そ れ を 確証 する も 
の が ある : 軌 そし て 人 は 、( 天 国 に お いて ) 彼ら の た め に 隠さ れ た 享楽 を 1 つと し て 知 
る こと が な い 。@」( ム スリ ム の 伝承 %) 








そし て 天国 の 民 の 最低 の 位階 を 説明 する も の と し て 、 次 の 伝承 の 言葉 が あり ます :「 そ 
し て あな た に は 現世 同様 の も の と 、 そ の 10 倍 の も の が ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 %⑮) 


@ 天国 の 民 の 最大 の 享楽 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 そ の 日 顔 々 は 細 く 。 そ の 主 を 眺め て 。 還 (クル 
アー ン 98 : 6) 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 人 々 は アッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こ 2 言い まし た :「“ ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 審 判 の 
日 に 私 た ち は 主 を 見 る の で し ょ うか ?” (預言 者 ) は 言い まし た : “あな た 方 は 、 満 月 の 夜 
に 月 を 見 る の に 骨 を 折る か ?” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “いい え 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。“ 
(預言 者 ) は 言い まし た : “あな た 方 は 、 雲 の な い 空 に 太陽 を 見 る の に 骨 を 折る か ?" ( 教 
友 た ちば) 言い まし た : "いい えん 、 デ アデ メラ ー の 使徒 よ 。~ ( 参 言 者 ) は 言い まじ し た: “あな た 
方 は 同様 に し て 、 か れ に お 目 に か か る で あろ う 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 
90 




















3 一 スハ イプ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 の 民 が 天国 に 入る と 、 至 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れる : 
“ 他 に も 何 か 欲し いも の は ある か ?”" する と (彼ら は ) 言う :“ あ な た は 私 た ちの 顔 を 白 
く ( 輝 か ) し て くれ た で は あり ませ ん か ? 私 た ち を 天国 に 入れ て 下さ り 、 地 獄 か ら 救 われ 
た で は あり ませ ん か ?” する と アッ ラー は (自ら の ) 覆い を 上 げ ら れる 。 そ し て 偉 大 か つ 
荘厳 な アッ ラー に お 目 に か か る こと ほど 、 役 ら に と っ て の 喜び は な い の で ある 。」( ム スリ 
ム の 伝承 ") 








ロ 








4 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (189)。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6571) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (186)。 

⑯ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (806) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (182)。 文章 は ムスリム の も の 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (181)。 
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天国 の 享楽 


@ ここ で は 天国 の 様子 と 、 そ の 人 恒 入 的 な 介 楽 に つい て 見 て 行き ます 。 ア ッ ラ テラ ー が 私 た ち 
と あな た 方 、 そ し て ムスリム た ち を その 住人 と し て 下さ いま す よ うに 。 実 に か れ は 定 
大 な お 方 で あら れ ま す 。 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争わ れ ら (アッ ラー の こと ) の み し る し を 信 
仰 し 、 ム スリ ム と な っ た 者 た ち 。 (彼ら に は こう 言わ れる : ) 「 あ な た 方 と あな た 方 の 配偶 
者 た ち は 、 嬉 々 と し て 天国 に 入る の だ 。」 (彼ら の も と に ) 金 の 皿 と 杯 が 運ば れ て くる 。 そ 
こ に は (天国 の 民 の ) 望み 、 眼 を 喜ば せる も の が ある 。 そ し て あな た 方 は そこ に 永久 に 留 
まる の だ 。 四 (クル アー ン 43 : 69 一 73) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 叩 メ ッ タ クー ン (アッ ラー の お 怒り と 懲罰 を 
招く よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た ち ) は その 日 、 安 全 な 立ち 所 に ある 。 (彼ら は ) 園 々 と 
いく つも の 泉 の 中 に 、 薄 地 と 厚地 の 絹 の 衣服 を まとい つつ 互い に 向かい 合っ て いる 。 ま た 
われ ら (アッ ラー の こと ) は 彼ら に 、 色 白 で 大 き な 眼 の 美女 た ち を 府 ら せる 。 (彼ら は ) 
そこ で 何 の 悪 や 害 も 被る こと な く 、 あ り と あら ゆる 果実 を 運ん で 来 さ せる の だ 。 (彼ら は 
現世 で 味わっ た ) 1 度目 の 死後 、 そ こ で 死 を 味わう こと は な い 。 そ し て われ ら は 彼ら を 地 
獄 の 懲 記 か ら 守 っ た の で ある 。 還 (クル アー ン 44 : 51 一 56) 





3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 鍋 そ し て (アッ ラー は 、) 彼ら が (現世 に お い 
て ) 辛抱 し た こと に 対し 、 楽 園 と 絹 (の 衣服 ) を も っ て 報い た 。 (彼ら は 楽園 の 中 で ) ソ 
ファ ー に 寄り か か っ て いる 。 そ こ で は 酷 著 も 酷 寒 も な い 。 そ し て 木々 は (彼ら を ) その 了 共 
で 覆い 、 そ の 果実 の 房 は (容易 に 手 が 届 く 高 さ に まで ) 垂れ 下がっ て いる 。 そ し て (彼ら 
の も と に ) 銀 の 食器 上 類 と 杯 が 運ば れ て くる 。 瓶 は 銀製 で 、( 給 仕 の 少年 た ち は そ れ で も っ 
て 飲み た い だ け ) 注い で くれ る 。 そ し て そこ (天国 ) に お いて 、 彼 ら は 生姜 の 混ぜ られ た 
(飲み 物 の ) 杯 か ら 飲み 物 を 得る 。 そ し て ダル ダ ど 一 ん と 名 付け られ た 泉 か ら (飲む )。 
そし て 彼ら の 間 を 永遠 の 少年 た ち が 行き 交 う 。 あ な た 方 が 彼ら を 見 れ ば 、 散 り ば め ら れ た 
真珠 か と 思う で あろ う 。 それから (天国 に ) 目 を や れ ば 、 あ な た は えも 言わ れ ぬ 安楽 と 巨 
大 な 王国 を 目 に し よう 。 彼ら ちの 上 に は 緑色 の 薄い 絹 と 重厚 な 絹 の 衣 が 羽織 らち され 、 ま た 銀 
の ブレ スレ ッ ト で も っ て 飾り 立て られ る 。 そ し て 主 は 、 彼 ら に 清浄 な 飲み 物 を 与え られ 
る 。 還 (クル アー ン 76 : 12 一 22) 





4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 叩 そ し て (イー マー ン へ と ) 急ぐ 者 た ち 。 彼 
ら こ そ は 安楽 の 地 に お いて アッ ラー に より 近い 者 た ちら で ある 。 (彼ら は ) 先 人 た ちか ら の 
者 が 多く 、 後 世 の 者 た ちら から は 少な い 。 (彼ら は 宝石 な ど が ) 織り 込ま れ た 寝台 の 上 に 、 
互い に 向き 合っ た 形 で 寄り か か っ て いる 。 彼ら (天国 の 民 ) の も と を 永遠 の 少年 た ち が 加 
る 。 杯 と 水差し 、( 美 酒 が 流れ る 川 か ら の ) 外 を 携え て 。( 彼 らち は ) それ に よっ て 頭痛 を 覚 
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える こと も な けれ ば 、 理 性 を 失う こと も な い 。 そ し て (給仕 の 少年 た ち は ) 彼ら の お 好み 
の 果実 と 、 彼 ら の 望み の まま の 鶏肉 を (も 携え て 来る )。 そ し て 美しい 乙女 た ち 。 彼女 た 
ち は 秘 め ら れ た 真珠 の よう 。 (それら は ) 彼ら が (現世 で ) 励ん で いた こと に 対す る 報奨 
な の で ある 。 (彼ら は ) そこ で 戯れ 事 や 嘘 を 耳 に する こと も な い 。 た だ お 互い に 「 平 安 あ 
れ 。」 と 挨拶 し 合う だ け で ある 。m (クル アー ン 56 : 10 一 26) 


5 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : の そし て 右側 の 徒 。 右側 の 徒 と は 何 か ? ( 彼 
ら は ) 商 の な い ス ィ ド ル の 木々 の 陰 に いる 。 そ し て 重なり 茂る アカ シア “の 木々 。 去 り 行 
く こ と の な い 大 き な 日 陰 。 いつでも どこ に で も (彼ら の 近く を ) 流れ 、 注 が れる 水 。 そ し 
て 豊富 な 果物 。 (それら は ) 途絶 えて し まう こと も 禁じ られ る こと も な い 。 そ し て 持ち 上 
げ ら れ た し と ね 。 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 彼女 た ち も を こし ら え た 。 そ し て 彼女 ら 
を (永遠 の ) 乙女 と し 、 愛 し い 同 年 輩 の も の と し た 。 (これら は 全て ) 右側 の 徒 の た めで 
ある 。 (彼ら は ) 先 人 た ちか ら の 者 が 多く 、 ま た (イス ラー ム 以 後 の ) 後世 の 者 た ちか ら 
も 多い 。 相 (クル アー ン 56 : 35 一 40) 





6 一 アプ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 漬 悦 あれ ) に よる と 、 預 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 仰 ら れ た : “われ は 
敬 度 な し も べた ち に 、 い か な る 者 の 目 も 眼 に し た こと が な く 、 い か な る 者 の 耳 も 聞い た こ 
と が な く 、 ま た いか な る 者 の 心 に も 思い 浮か ば な か っ た よう な も の を 用 意 し て お いた 。” 
偉大 か つ 革 厳 な アッ ラー の 産 典 の 中 に 、 そ れ を 確証 する も の が ある : 是 そ し て 人 は 、( 天 
国 に お いて ) 彼ら の た め に 隠さ れ た 享楽 を 1 つと し て 知る こと が な い 。6」 (アル テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 %) 








@⑯ 天国 の 民 の ズ ァ グル ( 唱 念 ) と 言葉 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 胡 そ し て (天国 の 民 は ) 言う :「 私 た ち に その 
お 約束 を 遂行 され 、 そ し て 私 た ち に 天国 の 地 を 授け て 下さ っ た アッ ラー に 全て の 賞状 あれ 。 
私 た ち は そ こ に お いて 、 望 む 所 に 住ま い を 得る の だ 。 (アッ ラー が 命じ られ 、 そ し て ご 
悦 さ れる ) 行い に 励ん で いた 者 た ちの 報奨 の 何と 素晴らし いこ と か 。」 皿 (クル アー ン 
39 : 74) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 角 そ こ に お ける 彼ら の 祈願 の 言葉 は 「 ア ッ ラ 
ー よ 、 あ な た は ( 何 の 欠点 や 不 完全 性 か ら も 無縁 な ) 祭 高 な る お 方 で す 。」 で あり 、 彼 ら 
の 挨拶 の 言葉 は 「 平 安 あれ 。」 で ある 。 そ し て 最後 の 祈願 の 言葉 は 「 万 有 の 主 ア ッ ラ ー に 
全て の 賞 其 ち あれ 。」 な の で ある 。6 (クル アー ン 10 : 10) 





3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 6 (彼ら は ) そこ で 戯れ 事 や 嘘 を 耳 に する こ 








叶 訳者 注 : 前 出 の ウト ゥ バ の ハデ ィ ー ス 参照 の こと 。 
9 サビ ヒー ブフ ブ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3244) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2824)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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と も な い 。 た だ お 互い に 「 平 安 あ れ 。」 と 挨拶 し 合う だ け で ある 。6 (クル アー ン 56 : 25 
ー26) 


@⑯ 主 か ら 天 国 の 民 へ の ダテ ラース (挨拶 の 言葉 ) : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 急 (天国 の 民 が ) か れ (アッ ラー の こと ) と まみ 
える その 日 、 ア ッ ラ ー か ら の 彼ら へ の 報 は 「 ダ テー ス ( 平 放 あれ )」 で ある 。 (アッ ラー 
は ) 彼ら に 対し て よき 報奨 を 用 意 さ れ た の だ 。 四 (クルアーン 33 : 44) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 多 彼 らち に は 「 ダ テー ス (平安 あれ )」 と いう ( 挨 反 
の ) 言葉 が 、 慈 悲 深 い 主 よ りか けら れる 。 (クル アー ン 36 : 58) 





⑯ アデ アッ ラー の ご 満悦 : 


アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー は 天国 の 民 に こう 仰 ら 
れる : “天国 の 民 よ 。” する と 彼ら は 言う : “はい 。 何 で し ょ うか 、 わ れ ら が 主 よ 。 私 た ち 
は あな た へ の 奉仕 に 尽く し ます 。 そ し て 全て の 善 は あな た の 御手 に 委ね られ て いま す 。“ 
まる (アッ ラテ は は ) 仰る - “あな た 方 ES する と 彼ら は 言う : “ 主 よ 、 満 悦 
し な いこ と が あり まし ょ うか ? あ な た は 私 た ち に 、 他 の いか な る 者 に も 与え られ な か っ た 
EHDO この ウ ピ は ) 仰る :“ そ れ よ り よ いも の を 与 
えて や ろう か ?” する と 彼ら は 言 2 : “ 主 よ 、 こ れ ら より よい も の が あり まし ょ うか ?" 
する と (アッ ラー は ) 仰る : “あな た 方 に 対す る わが 満悦 で ある 。 以 後 、 わ れ は あな た 方 
に 対し て 勾 る こと は 決し て な いで あろ う 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 

















アッ ラー よ 、 私 た ちと 私 た ちの 両親 、 私 た ちの 家族 と 全 ム スリ ム に あな た の ご 満悦 を お 
授け 下さ い 。 そ し て あな た の ご 慈悲 を も っ て 、 私 た ち を 安楽 の 園 に お 入れ 下さ い 。 


人 @ 天国 の 民 の 列 : 





1 一 プラ イダ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “天国 の 民 は 120 列 に 並ん で お り 、 そ の 内 80 
列 は この ウン マ (イス ラー ム 共 同体 ) か ら 、 ま た 40 列 は 残り の 民 か ら 成 っ て いる 。"」( ア 
ッ テ テ ディ ルミ ズィー と イプ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 








@⑯ 天国 に お ける ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の 共同 体 の 割合 : 





7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6549) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2829)。 文章 は ムスリム の も の 。 
1 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2546) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2065) スナ ン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (4289) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3462)。 文章 は アッ テテ ィ ル ミズ イィ イー の も の 。 
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アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド (後に アッ ラー の ざ ど MAME さ 言 いま し た :「 私 た 
ち は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に ドー ム の 下 に いま し た 。 す る 
と (預言 者 は ) 言い まし た : “あな た 方 は 、 半生 分 の 1 を 占め る こと 
を 喜ば し く 思 うか ?” 私 た ち は 言い まし た : “は い 。” する と (預言 者 は ) 言い まし た : 
“あな た 方 は 、 あ な た 方 が 天国 の 民 の 3 分 の 1 を 占め る こと を 喜ば し く 思 うか ?” 私 た ち 
は 言い まし た : “は い 。” する と ( 務 言 者 は ) 言い まし た : “あな た 方 は 、 あ な た 方 が 天国 
の 民 の 半分 を 占め る こと を 喜ば し く 思 うか ?” 私 た ちら は 言い まし た : “は い 。” する と ( 預 
言 者 は ) 言い まし た : “私 は 、 あ な た 方 が 天国 の 民 の 半分 を 占め る こと を 望む 。 と いう の 
も 天国 に は ムスリム し か 入ら な い が 、 あ な た 方 は シル ク “の 民 の 中 に お いて 黒い 雄 和牛 の 皮 
劇 に ある 1 本 の 白い 、 あ る い は 赤い 雄 生 の 皮膚 に ある 1 本 の 黒い 毛 ほ どの 割合 に も 達し な 
いか ら で あ る 。"」 (アルテ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑨ 


























人 @ 天国 の 民 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : し そし て 信仰 し 、 善 行 に 励む 者 た ち は 天 国 の 民 で 
あり 、 彼 ちら は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 思 (クル アー ン 2 : 72) 


2 一 イヤ ー ド ・ ブ ン ・ ヒ マー ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 駐 言 者 (後に ア 





ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「・・・( 次 の ) 3 種 の も の は 天国 の 民 で あ 
る : 公 生 で 慈悲 深い 、 成 功 に あふ れ た 権力 者 。 そ し て 慈悲 深く 、 全 て の 縁者 と ムスリム に 
優 しい 者 。 そ し て 控え 目 で 慎み 深い 、 一 家 の 主 ・・・。」 (ムスリム の 伝承 


3 一 ハー リサ ・ ブ ン ・ ワ ハブ プ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 預言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 次 の よう に 聞き まし た :「“ 天 国 の 民 に つい て 教え て や ろう 
か ?” ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “ぜひ と も 。” 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 言い まし た : “全て の 弱く 慎 ま し い 者 で 、 も し 彼 が アッ ラー に お いて 匠 え ば 、 か 
れ が それ を 受け 入れ て 下さ る で ある よう な 者 た らち ら で あ る ・・・"」( ア ル = テ ブ プ ハ ー リ ー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 














人 @ 天国 の 民 の 大 多数 : 


ウマ ラー ン ・ ブ ン ・ フ サイ ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 聞 言 者 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 が 天国 の 様子 を 見 る と 、 そ の 民 の 大 多 
数 は 貧者 で あっ た 。 ま た 地獄 を 見 て みる と 、 そ の 大 多数 は 女性 で あっ た 。」(( ア ル テ ブ ハ 
リー と が 区 り ム の 伝承 9 











2 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク の 種類 」 の 章 を 参照 の こと 。 

3 ササ ヒー ブフ ・ ア テル = テ ブ ハ ー リ ー (6528) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (221)。 文章 は ムスリム の も の 。 

4 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (2865)。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4918) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2853)。 文章 は ムスリム の も の 。 

6 サ ヒ ビー ブフ ブ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3241) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2737)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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@ 最後 に 天国 に 入る 者 : 





だ ドウ ジー トク アジ マス ツー ドド (人 に アッ シー の で 請 殿 あり 0 言い まし た ルト アッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “最後 に 地獄 か ら 救 い 
出さ れ て 天国 に 入る 最後 の 者 は 、( 地 獄 か ら ) 言い つく ば いな が ら や っ て 来る 。 彼 の 主 は 
仰る :「 天 国 に 入る の だ 。」 す る と 彼 は 言 2 :「 主 よ 、 天 国 は 既に (その 民 で ) 溢れ 返っ て 
いま す 。」 そ し て 彼 の 主 は 同じ 言葉 を 3 度 繰 り 返 され 、 男 は その 都度 「 主 よ 、 天 国 は 既に 
(その 民 で ) 溢れ 返っ て いま す 。」 と 答え る 。 そ し て (最後 に アッ ラー は ) 仰る :「 あ な た 
に は 現世 同様 の も の 、 及 びそ の 10 倍 の も の を 与え て つか わ そ う 。」"」 (アルテ プ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 ?) 














7 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7511) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (186)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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